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転倒

発生内容

歩行器「アルク」を車椅子として使用中に転倒した。
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概要

平日14：00、90才代女性。日常的に歩行器（写真①）として使用しているが、この日は『きつい』と言われ、車椅子

（写真②）として使用していた。看護師が車椅子を押し、介助し、デイケアホールから廊下へ移動中、車椅子が前方

へ傾き右半身から転倒した。

要因

前輪のロックがしっかり固定されていないことがわかった。

対策

①車椅子として使用する前に、前輪のロックがかかっている事を必ず確認する。

②ほとんど歩行器として使用することが多く、車椅子としての使用方法について介護者も十分な把握が出来ていな

かった。使用方法について全介護者が学習する。
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